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通知表「のびゆくこども」について（お知らせ） 

 

 本年度も子どもたち一人一人に通知表を手渡す時期となりました。通知表は，学校でのお子さんの学習状況

や成果，行動や健康状況を保護者の皆様にお知らせし，学校と家庭が連携を深め子どもたちの健全な成長を図

るためのものです。本年度の通知表は，次のような考えで作成し，記入してあります。内容を御覧頂き，お子

さんのがんばりを認め励ましてくださるようお願いします。 

 

１ 学習のようす 

各教科で身につけてほしい，分かるようになってほしいことなどの項目が書いてあります。評価の観点は

全教科「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点で評価して

あります。 

「知識及び技能」は，各教科での学習内容の何を理解し，何ができているかを全ての単元を通して評価し

ています。例えば，国語では漢字を書いたり読んだりすることや，それらを文や文章の中で使うことは「知

識及び技能」にあたります。また，相手を見て話を聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方

などに注意して話すことも「知識及び技能」にあたります。算数では，足し算や引き算，掛け算や割り算の

意味を理解し，計算ができることが「知識及び技能」にあたります。学年や当該学年での単元によって，学

習する内容は異なりますが，各教科で身に付ける「知識及び技能」の内容を，各学年に応じて総合的に評価

しています。 

「思考力・判断力・表現力等」は，理解していることやできることをどう使っているかを全ての単元を通

して評価しています。先にあげた国語では，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫することが「思考力・

判断力・表現力等」にあたります。例えば，話の中心的な部分において自分の感じたことを強く伝えるため

に，抑揚を意識して話したり，多人数の聞き手に伝えたいことを伝えるために，声を張って話をしたりする

など，話の中心や話す場面を意識して話し方を工夫した点を評価することになります。よって，学年や当該

学年での単元内容に沿って，理解していることやできることをどう使っているかを各学年に応じて総合的に

評価しています。 

「主体的に学習に取り組む態度」は，各教科等での知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力

等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組について全ての単元を通して評価しています。授業中の発

表やつぶやきはもちろんのこと，ノートのまとめ方や友だちとの交流活動の様子など，学年や当該学年での

単元内容に沿って，自らの学習を調整しようとしているかどうかを各学年に応じて総合的に評価しています。 

PTA資料 



目標到達の程度を表しているのが学習状況です。他の友達との比較ではなく，個人内で目標に対してどの

程度達成できているかを次のように３段階に区分しています。 

       ・ よくできる   学習の様子が，学年の到達目標に十分到達した場合 

                              （９０％以上の達成率） 

       ・ できる     学習の様子が，学年の到達目標におおむね到達した場合 

                              （６０％以上の達成率） 

       ・ もう少し    学習の様子が，学年の到達目標に到達するようがんばってほしい場合 

                              （６０％未満の達成率） 

       ※ もう少しは，「まだ伸びる力をもっていますよ」「不得意なようですが努力を続けていきま

しょうね」という意味でつけてあります。 

  この評価はテストの成績だけでなく，授業の中での発表やつぶやき，操作活動や作業，ノートのまとめ方

など，学習活動のすべてを考慮して評価しています。 

２ 生活のようす 

  生活のようすの記録は，学校生活全体を通して，お子さんの様子について，項目を分けて記してあります。

どの項目にも該当する子どもたちばかりですが，特に優れている項目に「○」がつけてあります。 

３ 特別活動のようす 

  学級の仕事や委員会，クラブ活動などについて記入してあります。 

４ 総合的な学習の時間（３年生以上）・外国語活動（１～４年生） 

  総合的な学習の時間では，子どもたちがどのようなことを追究し，成長してきたかということを，外国語

活動では，子どもたちがどのような活動を行ったかということが具体的に書いてあります。 

  １～２年生については，１年間を通した外国語活動の中で子どもたちの特に目立った活動の様子を学年末

に記入します。 

５ 外国語科（５・６年生） 

  ５・６年生の外国語科では，子どもたちが行った活動について観点ごとの評価を行います。 

６ 特別の教科「道徳」 

  道徳の時間や学校での教育活動全体を通して，子どもたちがどのようなことを学び，それをどのように生

かして行動しているかについて具体的に書いてあります。学期ごとに記入します。（１年生は２学期から記

入します。） 

７ 学習や行動についての所見 

  今学期の学校生活全体を通して，進歩が見られた点やがんばっている点，よりよく伸びていくためにがん

ばってほしい点などが記入されています。 

 

 



８ 通知表の取り扱いについて 

  通知表は，子どもたちにとっては，努力の成果を記したものであり，教師にとっては，その子に対する指

導を反省し，次の学期への指導の指針とするものです。 

  次のようなことに気をつけられて，お子さんをほめ，励ましてください。 

（１） お子さんの現在の様子を知るものであり，お子さんを叱る材料にするものではありません。また，他

の子どもや兄弟・姉妹と比較できるものでもありません。お子さんのよさを励まし，たくさんほめて，

やる気を育ててください。 

（２） これからの学校生活での指針になるものです。謙虚に受け止め，次学期へのやる気につながるように

声かけをしてください。 

（３） 通知表に目を通された後は，「保護者欄」に休み中のお子さんのがんばりや成長などを記入していた

だき，必ず保護者印を押印のうえ，始業式の日に担任まで御提出ください。 

 

※ 昨年度より，上記のように全ての教科において「知識及び技能」「思考・判断・表現力」「主体的に学び

に向かう態度」の３観点で評価させていただくこととしました。また，通知表をファイル形式とし，学期

毎に評価した用紙をファイリングしてお渡しさせていただきますので御理解ください。 

※ 担任と保護者の連携をさらに深めるために，夏休みや毎月の教育相談をおおいに活用し，お子さんの健

やかな成長に生かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの学習の様子について，文

章で表記してあります。 

 学校生活全般において，進歩が見られた点，がんばっ
ている点，よりよく伸びていくためにがんばってほしい
点について，文章で表記してあります。 

 休み中にお書きにな

って，保護者印を押印し

てください。 

 よくできる（達成率９

０％以上），できる（達成

率６０～８９％），もう少

し（達成率６０％未満）

のいずれかに○印がして

あります。 

 子どもたちの学習の様子について，文

章で表記してあります。 

 各教科の評価の観点が

表記してあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちが経験した係や委員会（５・６年），

クラブ（４～６年）について表記してあります。 

 特に優れている

項目について，○印

がしてあります。 

 学校で実施している発育測定の結果が

書いてあります。 

 子どもたちの出席の状況について書いてあります。出席しなければならない

日数とは，授業日数から出席停止・忌引き等の日数を引いた日数です。 


